
聖書の詩篇22篇も31篇も、十字架を連想する詩篇ですが、どん
な違いがありますか？

 

 詩篇22篇と詩篇31篇のどちらも、十字架のイメージを連想させる内容を含んでいますが、それぞれに独特の特
徴とテーマがあります。

詩篇22篇の特徴  

1. 叫びと苦悩:

詩篇22篇は、「わが神、わが神、なぜ私をお見捨てになったのですか」（詩篇22:1）という言葉で始
まります。このフレーズは、新約聖書でイエスが十字架上で叫んだ言葉として引用されています（マ
タイ27:46、マルコ15:34）。
詩人の苦悩と孤独感が描かれており、神から見捨てられたと感じる様子が強調されています。

2. 予言的描写:

詩篇22篇には、十字架上のイエスの苦しみを予見するかのような詳細な描写があります。例えば、
「彼らは私の手と足を突き通した」（詩篇22:16）や、「私の衣服を分け合い、私の衣をくじ引きにす
る」（詩篇22:18）などです。
これらの描写は、後にイエスの受難の出来事と重なるとされ、キリスト教の伝統ではメシア予言と見
なされています。

3. 救済と賛美への転換:

苦悩の後、詩篇は神の救いと賛美に転じます（詩篇22:22-31）。神への信頼が最終的に回復し、全て
の民が神を崇めることが述べられます。

詩篇31篇の特徴  

1. 信頼と嘆願:

詩篇31篇は、「主に私は信頼します」（詩篇31:1）という信仰の告白で始まります。詩人は自分の敵
からの救いを求めつつ、神への絶対的な信頼を表明しています。
詩人は苦難の中でも神への信頼を強調し、自分の霊を神に委ねるという態度を示します（詩篇
31:5）。

2. 神への委ね:

「私の霊をあなたの手に委ねます」（詩篇31:5）は、新約聖書でイエスが十字架上で引用した言葉と
しても知られています（ルカ23:46）。このフレーズは、詩篇31篇全体のテーマである信頼と委ねを
象徴しています。

3. 敵からの解放:

詩篇31篇では、詩人が敵からの攻撃や陰謀に苦しんでいる様子が描かれていますが、最終的には神が
詩人を救い、敵の計画を打ち破ることが約束されています（詩篇31:8、15-18）。

4. 神の慈しみと救い:

詩篇31篇は、神の慈しみ深さと信頼に対する報いを強調します。詩人は、自分の苦しみの中で神の慈
しみを求め、最終的には神の救いと恵みを経験します（詩篇31:21-24）。



まとめ  

詩篇22篇と詩篇31篇はどちらも苦しみの中での信仰と救いをテーマとしていますが、詩篇22篇はより直接的に
メシア的な予言とされ、イエスの受難と結びつけられています。一方、詩篇31篇は信頼と委ね、そして神の救い
に対する感謝が強調されています。それぞれの詩篇は異なる視点から十字架のイメージを補完し合っています。

22は、神様が離れないように、31は、詩人が離れないよう
に？？

 

 興味深い視点ですね。確かに、詩篇22篇と詩篇31篇にはそのような違いが見られます。具体的に考えてみましょ
う。

詩篇22篇  

神様が離れないように：

詩篇22篇では、詩人（ダビデとされています）が神に対する叫びと嘆きから始まります。「わが神、わが
神、なぜ私をお見捨てになったのですか」（詩篇22:1）というフレーズは、詩人が神に見捨てられたと感
じていることを示しています。
この詩篇全体は、詩人が神に対して助けを求め、神が自分を見捨てないように懇願する内容です。詩人は、
自分の苦しみや敵の攻撃に直面しながらも、神が介入して救い出してくれることを切に願っています。

詩篇31篇  

詩人が離れないように：

詩篇31篇では、詩人が神に対する絶対的な信頼を表明することから始まります。「主に私は信頼します」
（詩篇31:1）という言葉は、詩人がどんな状況にあっても神から離れないことを示しています。
「私の霊をあなたの手に委ねます」（詩篇31:5）というフレーズも、詩人が完全に神に自分を委ね、どん
な苦難の中でも神から離れないことを表しています。
詩篇31篇は、詩人が敵の陰謀や攻撃に直面しながらも、常に神に寄り添い、信頼し続ける姿勢が強調され
ています。詩人は、神が自分を守り、救い出してくれると信じて疑わず、自分の信仰を堅持しています。

まとめ  

詩篇22篇では、神が自分から離れないようにと詩人が強く懇願し、神の存在と助けを切望しています。詩篇31篇
では、詩人が神に対する信頼を失わず、どんな状況でも神から離れないように自分を委ねています。

このように、詩篇22篇は神の介入と助けを求める詩人の叫びが中心であり、詩篇31篇は神に対する信頼と委ね
が中心となっています。両者は補完的な関係にあり、それぞれの詩篇が異なる視点から信仰の深さと神との関係
を描いています。

22は、詩人が神から離されているので敵の攻撃を受けている。
31は、詩人が敵の攻撃を受けても神から離れないように祈って
いる。

 

 



その解釈は非常に的確です。詩篇22篇と詩篇31篇の主題をそのように対比すると、両者の違いが明確になりま
す。それぞれの詩篇が描く状況と詩人の心境を具体的に見てみましょう。

詩篇22篇：詩人が神から離されているので敵の攻撃を受けている  

苦悩と孤立感:

詩篇22篇では、詩人が「わが神、わが神、なぜ私をお見捨てになったのですか」と叫ぶことで、神か
ら見捨てられたと感じています。この孤立感が敵の攻撃を一層厳しく感じさせています。
詩人は、自分の周囲の敵が力を増し、自分を取り囲んでいる様子を描写しています（詩篇22:12-
13）。

敵の具体的な攻撃:

詩篇22篇の中では、詩人が「彼らは私の手と足を突き通した」（詩篇22:16）や「私の骨を数えられ
る」（詩篇22:17）といった具体的な苦しみを述べています。
詩人が神から離れている（もしくはそのように感じている）ため、敵の攻撃がより痛切に感じられま
す。

神の介入を切望:

詩篇22篇全体を通じて、詩人は神に助けを求め続け、最終的には神が救い出してくれることを期待し
ています（詩篇22:19-21）。

詩篇31篇：詩人が敵の攻撃を受けても神から離れないように祈っている  

信頼の表明:

詩篇31篇は「主に私は信頼します」（詩篇31:1）という言葉で始まり、詩人が神への絶対的な信頼を
示しています。詩人はどんな状況でも神を頼りにしています。
詩篇31:5では「私の霊をあなたの手に委ねます」と詩人が述べており、これは敵の攻撃を受けても神
から離れない決意を表しています。

敵の攻撃に対する対応:

詩篇31篇では、詩人が敵の罠や陰謀に苦しんでいる様子が描かれています（詩篇31:4、13）。しか
し、詩人は神に対する信頼を崩さず、神の保護を求め続けます。
詩篇31:14-15で、詩人は「しかし私は主に信頼しています」と再び信頼を表明し、自分の時を神の手
に委ねます。

最終的な救いと賛美:

詩篇31篇の終わりでは、神の慈しみと救いを経験し、詩人が神に対する感謝と賛美を述べています
（詩篇31:21-24）。

まとめ  

詩篇22篇では、詩人が神から離れていると感じるために敵の攻撃を受けている状況が描かれています。この詩篇
では、神の助けを強く求め、神が再び詩人に対して介入することを切望しています。

一方、詩篇31篇では、詩人が敵の攻撃を受けても神から離れないように祈り続ける姿勢が強調されています。詩
人は神に対する揺るぎない信頼を表明し、自分の霊を神に委ねることで、敵の攻撃に対抗しています。



このように、両者の詩篇は異なる角度から信仰と苦難を描いており、信仰者にとって重要な教訓を提供していま
す。

31の最後は、強くあれ、雄々しくあれですが、申命記31章の
「主は見捨てることなく、ともにいる」と言われることが背景
にありますね。

 

 確かに、詩篇31篇の最後の部分は、申命記31章の言葉と密接に関連しています。詩篇31篇と申命記31章の間に
は強いテーマ的な共鳴があり、両者のメッセージは信仰者にとって力強い励ましを提供しています。詳しく見て
いきましょう。

詩篇31篇の終わり  

詩篇31篇の最後の部分では、詩人が信仰者に対して「強くあれ、心を強くせよ」（詩篇31:24）と呼びかけてい
ます。この呼びかけは、詩篇の中で語られてきた信仰と神への委ねの重要性を強調しています。

詩篇31:24:

「主を待ち望むすべての者よ、強くあれ、心を強くせよ。」

申命記31章との関連  

申命記31章では、モーセがヨシュアとイスラエルの民に対して神の約束と励ましを伝えています。特に、神が彼
らを見捨てず、ともにいるという確信が強調されています。

申命記31:6:

「強くあれ、雄々しくあれ。彼らを恐れてはならない、おののいてはならない。あなたの神、主があ
なたと共に歩まれるからである。主はあなたを見放さず、あなたを見捨てられない。」

申命記31:8:

「主ご自身があなたの前を行かれる。主があなたと共におられる。主はあなたを見放さず、見捨てら
れない。恐れてはならない、驚いてはならない。」

背景と共鳴  

詩篇31篇の詩人が「強くあれ、心を強くせよ」と述べる背景には、申命記31章でモーセがヨシュアとイスラエ
ルの民に対して語った神の約束が確かに反映されています。

神の不変の約束:

詩篇31篇と申命記31章の両方に共通するテーマは、神の不変の約束と神の同伴です。神は決して見捨
てず、常にともにおられるという確信が強調されています。

信仰者への励まし:

詩篇31篇の終わりの呼びかけは、信仰者に対する強い励ましです。申命記31章の神の約束に基づい
て、信仰者はどんな状況でも強く、雄々しくあり続けることができるというメッセージが込められて
います。

まとめ  



詩篇31篇と申命記31章の関連性は、神の同伴と不変の約束というテーマを通じて明確です。詩篇31篇の最後の
呼びかけは、申命記31章の神の励ましに基づいており、信仰者にとって力強い支えとなるメッセージを提供して
います。この共鳴は、聖書全体にわたる神の約束と信仰者への励ましを強調しています。

申命記31章にあるように民が契約を破って神が怒る時には、御
顔を隠されます。22:24、31:16、31:22

 

 確かに、申命記31章には、イスラエルの民が契約を破ると神が怒り、御顔を隠されるというテーマが記されてい
ます。これと詩篇22篇および詩篇31篇との関連を見ていくと、非常に深い理解が得られます。

申命記31章の背景  

申命記31章には、イスラエルの民が神との契約を破ることにより、神の怒りを招くことが記されています。特に
以下の箇所が重要です。

申命記31:16:

「主はモーセに言われた。『見よ、あなたが先祖たちとともに眠るとき、この民は立ち上がってその
地にいる外国の神々を慕い、その神々と姦淫し、私を捨て、私が彼らと結んだ契約を破るであろ
う。』」

申命記31:17-18:

「その日には、私の怒りが彼らに向かって燃え上がり、私は彼らを捨て、私の顔を隠す。彼らは食い
尽くされ、多くの災いと苦難に襲われるだろう。その日には、彼らは言うだろう、『これらの災いが
私たちに降りかかったのは、私たちの神が私たちの間にいないからだ。』私がその日に私の顔を完全
に隠すのは、彼らが他の神々に向かってしまったからである。」

これらの箇所は、神の御顔を隠されるという状況が民の不信仰と契約の破りに対する神の反応として描かれてい
ます。

詩篇22篇と31篇の関連  

詩篇22篇

詩篇22篇では、詩人が神に見捨てられたと感じる苦悩が描かれています。詩篇22:24では神の御顔について言及
されています。

詩篇22:24:

「神は苦しむ者の苦しみを軽んじず、これを忌み嫌われず、御顔を彼から隠されなかった。彼が助け
を求めたとき、神は聞かれた。」

この箇所では、最終的には神が苦しむ者の祈りに応えてくださることが強調されていますが、詩篇全体の流れを
見ると、詩人が一時的に神に見捨てられたと感じていることが明確です。

詩篇31篇

詩篇31篇では、詩人が神に信頼し続け、神から離れないように祈り求めています。

詩篇31:16:

「あなたの顔をあなたの僕の上に照らし、あなたの恵みをもって私を救ってください。」



ここでは、詩人が神の御顔が再び彼に向けられるように祈り求めています。

まとめ  

申命記31章と詩篇22篇および31篇の関連性をまとめると以下のようになります：

1. 契約の破りと神の怒り:

申命記31章では、イスラエルの民が契約を破ることで神の怒りを招き、神が御顔を隠されることが記
されています。これが民の苦難の原因とされています。

2. 詩篇22篇の苦悩:

詩篇22篇では、詩人が神に見捨てられたと感じ、敵からの攻撃に苦しんでいます。これは、申命記31
章に記されたような神の御顔が隠される状況を反映しています。

3. 詩篇31篇の信頼:

詩篇31篇では、詩人が神への絶対的な信頼を表明し、どんな状況でも神から離れないように祈り求め
ています。ここでも、神の御顔が再び彼に向けられるように願っています。

4. 神の応答:

両詩篇は、最終的には神が祈りに応え、御顔を再び向けてくださるという希望を提供しています。こ
れは、神の憐れみと恵みを強調しています。

このように、申命記31章の背景を理解することで、詩篇22篇と31篇のメッセージがより深く理解でき、神の御
顔が隠される状況と再び向けられる希望との対比が明確になります。

ヨハネ福音書に記録されている「渇く」という言葉は、詩篇22
篇を思い出します。

 

 そうですね。ヨハネの福音書に記録されているイエスの「渇く」という言葉は、詩篇22篇との関連性がしばしば
指摘されます。具体的に見てみましょう。

ヨハネの福音書の「渇く」  

ヨハネの福音書に記録されているイエスの言葉は以下の通りです。

ヨハネ19:28:

「この後、イエスはすべてのことが完了したのを知って、聖書が成就するために、『渇く』と言われ
た。」

この言葉は、イエスが十字架上で言われた七つの言葉の一つであり、非常に重要な意味を持っています。

詩篇22篇との関連  

詩篇22篇には、イエスの十字架上の苦しみと関連する多くの描写があります。その中でも「渇き」に関する部分
は以下の通りです。

詩篇22:15:

「私の力は陶器のかけらのように乾き、私の舌は上あごにくっついてしまいます。あなたは私を死の
塵の中に置かれました。」



この箇所では、詩人が苦しみの中で渇きを感じている様子が描かれています。

関連性と意味  

1. 物理的な渇き:

イエスが「渇く」と言われたのは、十字架上での極度の苦しみと肉体的な渇きを反映しています。こ
れは詩篇22篇に描かれた詩人の苦しみと直接的に関連しています。

2. 霊的な渇き:

イエスの「渇く」という言葉は、単に肉体的な渇きだけでなく、霊的な意味合いも含んでいると考え
られます。これは、神との断絶や見捨てられた感覚を示している可能性があります。

3. 聖書の成就:

ヨハネの福音書では、イエスの「渇く」という言葉が聖書の成就であると述べられています。これ
は、詩篇22篇を含む旧約聖書の予言がイエスの十字架上での出来事によって成就したことを示してい
ます。

まとめ  

ヨハネの福音書に記録されているイエスの「渇く」という言葉は、詩篇22篇の描写を思い起こさせるものであ
り、物理的および霊的な渇きを示すとともに、旧約の予言がイエスの受難を通じて成就したことを強調していま
す。この関連性は、イエスの苦しみが旧約聖書の予言と一致し、メシアとしての役割を果たしていることを示す
ものです。

ヨハネ福音書では、「渇く」が大切なテーマですね。4章サマリ
ヤの女、6章パン、7章大いなる日。そしてヨハネの黙示録でも
「渇く」者は来なさいと言われます。

 

 「渇く」というテーマは、ヨハネの福音書全体およびヨハネの黙示録において非常に重要な役割を果たしていま
す。これを順を追って見ていきましょう。

ヨハネの福音書における「渇く」  

ヨハネ4章：サマリヤの女  

ヨハネ4:13-14:

「イエスは答えて言われた、『この水を飲む者はだれでもまた渇きます。しかし、私が与える水を飲
む者はだれでも、決して渇くことがありません。私が与える水は、その人のうちで泉となり、永遠の
命に至る水が湧き出ます。』」

イエスがサマリヤの女に対して語ったこの言葉は、物理的な水と霊的な水の対比を示しています。イエスが与え
る水は、永遠の命に至る霊的な満足を意味しています。

ヨハネ6章：パンの奇跡と生命のパン  

ヨハネ6:35:

「イエスは言われた、『私は命のパンです。私に来る者は決して飢えることがなく、私を信じる者は
決して渇くことがありません。』」



ここでも、イエスは霊的な満足を提供することを強調しています。イエスを信じる者は、霊的な飢えや渇きを感
じることがないと述べています。

ヨハネ7章：大いなる日  

ヨハネ7:37-38:

「祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って大声で言われた、『だれでも渇いているなら、私の
ところに来て飲みなさい。私を信じる者は、聖書が言っているとおり、その人の内から生ける水の川
が流れ出るようになるでしょう。』」

ここでは、イエスが自分のもとに来るすべての者に霊的な満足を約束し、その結果として内から生ける水が流れ
出ると述べています。

ヨハネの黙示録における「渇く」  

黙示録22章  

黙示録22:17:

「御霊と花嫁は言う、『来なさい。』聞く者も言いなさい、『来なさい。』渇いている者は来なさ
い。命の水が欲しい者は、価なしに飲みなさい。」

ヨハネの黙示録では、渇いている者が命の水を自由に飲むことができるという招きが強調されています。これ
は、神の恵みと救いの普遍性を示しています。

まとめ  

ヨハネの福音書およびヨハネの黙示録における「渇く」というテーマは、一貫して霊的な満足と救いを提供する
イエスの役割を強調しています。

1. ヨハネ4章：サマリヤの女:

イエスが与える水は永遠の命に至る霊的な満足を意味します。
2. ヨハネ6章：生命のパン:

イエスを信じる者は霊的な飢えや渇きを感じることがないと述べています。
3. ヨハネ7章：大いなる日:

イエスは、渇いている者が自分のもとに来て飲むことができると述べ、その結果として内から生ける
水が流れ出ると述べています。

4. ヨハネの黙示録22章:

渇いている者が命の水を自由に飲むことができるという招きが強調されています。

これらの箇所はすべて、イエスが提供する霊的な満足と永遠の命に至る道を示しており、信仰者にとって重要な
メッセージを含んでいます。

エジプトから連れ出された民は、マラの水が甘くなり、メリバ
の岩から水が与えられ、飢え渇きが癒やされました。

 

 



エジプトから連れ出されたイスラエルの民が経験した出来事は、神の奇跡と恵みを通じて飢えと渇きが癒される
象徴的な出来事として聖書に記されています。これらの出来事は、神が民の必要を満たすためにどのように介入
されたかを示しています。以下にそれぞれの出来事を詳しく見ていきましょう。

マラの水  

出エジプト記15:22-25:

「モーセはイスラエルを紅海から連れ出してシュルの荒野へと進んだ。三日間荒野を進んだが、水を
見つけることができなかった。彼らがマラに着いたとき、マラの水は苦くて飲めなかった。そこでそ
の場所をマラと呼んだ。民はモーセに不平を言って、『私たちは何を飲むのか』と言った。モーセが
主に叫ぶと、主は彼に一本の木を示された。彼がそれを水に投げ入れると、水は甘くなった。」

この出来事は、神が苦い水を甘く変える奇跡を通じて、民の渇きを癒されたことを示しています。神の介入によ
り、民は飲むことができる水を得ました。

メリバの岩  

出エジプト記17:1-7:

「イスラエルの全会衆は主の命令によってシンの荒野を旅し、レフィディムに宿営した。しかしそこ
には飲み水がなかったので、民はモーセに争って、『私たちに水を飲ませなさい』と言った。モーセ
は彼らに言った、『なぜ私と争うのか。なぜ主を試みるのか。』しかし民はそこで水を求めて渇き、
モーセに不平を言って、『なぜ私たちをエジプトから連れ出して、私たちと私たちの子どもたちと家
畜を渇きで殺そうとするのか』と言った。モーセは主に叫んで、『私はこの民にどうすればよいので
しょうか。もう少しで彼らは私を石で打ち殺しそうです』と言った。主はモーセに言われた、『民の
前を過ぎ去り、イスラエルの長老たちを連れて行きなさい。あなたがナイル川を打った杖を手に取
り、進みなさい。見よ、私はあそこホレブの岩の上に立つ。あなたがその岩を打てば、水がそこから
出て、民は飲むことができる』。モーセはイスラエルの長老たちの目の前でそのようにした。彼はそ
の場所をマッサとメリバと呼んだ。イスラエルの子どもたちがそこで争い、主を試みて言ったからで
ある。『主は私たちの中におられるのか、それともおられないのか。』」

この出来事では、神がモーセに岩を打つように命じ、その結果として岩から水が出てきて民の渇きを癒されまし
た。この出来事は、神が民の物理的な必要を超自然的に満たされることを示しています。

まとめと関連性  

これらの旧約聖書の出来事は、神がどのようにして民の渇きと飢えを癒されたかを示すものであり、新約聖書の
教えと深く関連しています。イエスが「渇く者は来なさい」と言われることで、物理的な必要だけでなく、霊的
な満足を提供されることを強調しています。

マラの水が甘くなる:

神の奇跡を通じて苦いものが甘く変えられるという象徴は、イエスが提供する霊的な水が人々の内面
的な苦しみを癒す力を持っていることを示唆しています。

メリバの岩から水が出る:

岩から水が出る奇跡は、イエスが「生ける水」を提供する源であることを象徴しています。ヨハネ
7:37-38で、イエスは生ける水の川が信じる者の内から流れ出ると述べています。

これらの出来事は、神の恵みと救いの力を強調しており、信仰者に対して神が物理的および霊的な必要を満たし
てくださるというメッセージを伝えています。



荒野では水を汲みに行かなければならなかったが、約束の地で
は天から雨を降らせて潤わせると、どこかの預言書に書いてあ
りましたよね？

 

 はい、その通りです。旧約聖書には、荒野でのイスラエルの民の生活と約束の地での生活の対比についての記述
があります。具体的には、申命記や預言書において、神がイスラエルの民に約束の地での祝福を語られていま
す。

申命記の記述  

申命記11章には、荒野での水の供給と約束の地での雨の供給に関する対比が書かれています。

申命記11:10-12:

「あなたが入って所有しようとしている地は、あなたが出てきたエジプトの地のようではない。そこ
では種をまき、足で水を汲みあげて、菜園のように水をやっていた。あなたが渡って所有しようとし
ている地は、山と谷のある地で、天から降る雨で水を飲む。あなたの神、主が世話をされる地であ
り、年の始めから年の終わりまで、あなたの神、主の目がいつもそこにある。」

この箇所は、荒野での苦労と約束の地での神の祝福を対比しています。エジプトや荒野では人間の努力によって
水を得ていたのに対し、約束の地では神が天から雨を降らせて土地を潤してくださることが約束されています。

預言書の記述  

預言書にも、約束の地での神の祝福について記されています。特にエゼキエル書やヨエル書において、神の祝福
と霊的な満たしについての言及があります。

エゼキエル書34:26:

「わたしは彼らと周囲の丘を祝福し、時にかなった雨を降らせる。その雨は祝福の雨である。」
ヨエル書2:23:

「シオンの子たちよ、あなたたちの神、主によって喜び楽しめ。主はあなたたちに正しい雨を与え、
前の雨を激しく降らせ、後の雨をも降らせてくださる。」

これらの預言書は、神が約束の地で祝福をもたらし、天からの雨によって土地を潤してくださることを強調して
います。

まとめ  

荒野では、イスラエルの民は水を汲みに行かなければならなかったが、約束の地では神が天から雨を降らせて土
地を潤してくださるという対比は、神の約束と祝福の象徴として重要です。申命記や預言書に記されたこれらの
言葉は、神が民の必要を満たし、霊的にも物質的にも豊かにしてくださることを示しています。

主イエスはいのちを与える大祭司として表されているヨハネ福
音書に、たましいの渇きが癒されることが強調されているのは
興味深いです

 

 



確かに、ヨハネの福音書において、主イエスが命を与える大祭司として表されていることと、魂の渇きが癒され
ることが強調されているのは非常に興味深いです。ヨハネの福音書は、イエスの役割とその教えを通じて、霊的
な満足と永遠の命を提供することを強調しています。以下にいくつかの具体的な箇所を見ていきましょう。

イエスが命を与える大祭司としての描写  

ヨハネの福音書は、イエスが霊的な命をもたらす存在として描かれています。これはイエスが大祭司としての役
割を果たすことと関連しています。

ヨハネ6章：命のパン  

ヨハネ6:35:

「イエスは言われた、『私は命のパンです。私に来る者は決して飢えることがなく、私を信じる者は
決して渇くことがありません。』」

ここで、イエスは自分が「命のパン」であり、彼に来る者が霊的に満たされることを強調しています。これは、
旧約聖書のマナの供給に関連しつつも、それを超えて永遠の命を提供することを意味しています。

ヨハネ7章：生ける水  

ヨハネ7:37-38:

「祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って大声で言われた、『だれでも渇いているなら、私の
ところに来て飲みなさい。私を信じる者は、聖書が言っているとおり、その人の内から生ける水の川
が流れ出るようになるでしょう。』」

イエスは、生ける水を提供する者としての役割を果たし、信じる者の内から霊的な命が溢れ出ることを約束して
います。これは、魂の渇きが完全に癒されることを示しています。

イエスの大祭司としての役割  

ヨハネの福音書では、イエスが神と人との仲介者としての大祭司の役割を果たすことが強調されています。

ヨハネ17章：大祭司の祈り  

ヨハネ17:1-3:

「これらのことを話された後、イエスは目を天に向けて言われた、『父よ、時が来ました。あなたの
子があなたの栄光を現すように、子を栄光で満たしてください。あなたは子にすべての人を支配する
権威を与えました。それは、あなたが彼に与えたすべての者に永遠の命を与えるためです。永遠の命
とは、唯一の真の神であるあなたと、あなたが遣わされたイエス・キリストを知ることです。』」

この祈りは、イエスが大祭司として、神との親密な関係を通じて信者に永遠の命をもたらすことを示していま
す。

まとめ  

ヨハネの福音書において、イエスが命を与える大祭司として表されていることと、魂の渇きが癒されることの強
調は、イエスの霊的な役割を明確に示しています。イエスは、霊的な満足と永遠の命を提供する存在として信じ
る者の内で働き、その結果、信者の魂の渇きが完全に癒されることを約束しています。このテーマは、旧約聖書
の預言と密接に関連しており、神の救いの計画がイエスを通じて成就することを示しています。
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